
令和４年５月１６日 
 

令和３年度 学校関係者評価報告書 
 

学校関係者評価委員会 
議長 野村 昌広 

 
学校関係者評価委員会は、令和３年度 自己点検・自己評価報告書に基づき、学校関係

者による評価会議を実施しましたので、以下のとおり報告します。 
 
１．開催日時 

令和４年５月９日（月） 
 
２．開催場所 

名古屋理容美容専門学校 １Ｆ  
 
３．学校関係者（評価者） 
  野村 昌広  株式会社ふいるびい  代表取締役 

 山田 高敬  ドレスグループ    代表取締役 
 新家 節之  経営コンサルタント  代表取締役 
 古居 利雄  株式会社ハグエベック 代表取締役 

 
４．報告者 

事 務 長  川口 清成 
教務部長  大島 久美 
理容科主任 堀 寿樹 

 
５．会次第 

１）開会宣言 
２）議長 挨拶 
３）資料の確認 
４）委員の紹介 
５）自己評価結果報告 
６）評価結果・意見交換 
７）閉会宣言  



 
６．評価会議の概要 

本校は、学校の質保証と向上を目指して「学校自己評価」を行っている。具体的には、

教職員等による「自己評価」と、「学生による学校満足度の調査」・「授業アンケートの

集計」を行い、学校が抱える課題の明確化と改善を図ってきた。 
本校では、この「自己評価」に加えて、組織的で継続的な教育活動の改善とキャリア教

育の充実を一層図るため、外部の有識者に参加頂いた「学校関係者による評価会議」を

開催して、指導・助言や提言を頂いている。 
当日は、学校からの報告、評価会議の順に進めた。会議では、学校の特徴的な取組など

を各担当から説明した後、評価者から意見、改善すべき点、提言等を伺った。 
 
 
＜学校関係者による意見、提言等＞ 
  【評価基準】 適切：４  ほぼ適切：３  やや不適切：２  不適切：１ 
 
（１）教育理念・目標     評価結果：４ 

 
・学生には単に国家資格を取らせるだけではなく、理・美容業界で求められる人材を育

成し、職業観の醸成に力を入れている。 
・カリキュラムの中で、自分の進路にあったコース選択も可能としており、時流にあっ

た内容となっている。 

 

（２）学校運営       評価結果：４ 

 
・事業計画を基に学校運営を行っている。 

・カリキュラムは全てシラバスに沿って行い、到達目標を定め実施している。 

・毎年、組織図を作成、理事会および会議を設置し組織規程が機能している。 
・就業規則については教職員の意見を聞きつつ改定している。 

  



 

（３）教育活動       評価結果：４ 

 
・コロナ禍のなか行事の中止、縮小があり、不安な状態ではあったが、各教科の到達目

標はシラバスに示し授業を進めており、教育活動の質は保つことができた。 

  ・教職員に積極的に研修、資格取得を推奨し、内部勉強会、外部講習会・セミナー・ 

研修会への参加することで、能力開発をしている。 
 
 

（４）学修成果       評価結果：４ 

 

・就職率の向上は勿論、ミスマッチや離職率の低減するため、キャリアデザインの授業

を実施することで、卒業後の職場定着につながっている。 

・卒業生の動向を把握、分析を、教育活動の改善・評価活用につなげる。 

 

 

（５）学生支援       評価結果：４ 

・学生相談に関する体制は、担任・教務部長が中心に行うが、必要であれば学校全体で

対応するよう整備されている。 

・課外活動の各種競技会やコンテストは名古屋理容美容専門学校 PTAが支援している。 

・定期的に保護者宛に情報提供並びに学生支援の周知案内を送付し、情報共有ができて

る。 

 

（６）教育環境        評価結果：４ 

 

・防災に対する体制は避難訓練実施計画を作成し、災害時の防災訓練を年１回実施し、

「帰宅支援グッズ」を校内で管理している。 

・コロナ禍でオンライン授業、ハイブリッド型授業の教育の質の確保が必要となる。 

 

（７）学生の受入れ募集    評価結果：４ 

 

・学生募集活動は愛知県専修学校各種学校連合会の規定に沿って適正に行っている。 

・オープンキャンパスは来場型だけでなく、オンライン型を定期的に実施している。 

・学生募集については、SNSを強化する。 

 



 
（８）財務          評価結果：４ 

 

・学校教育法の定める財務情報をホームページで公開している。 

・外部の会計事務所より月一回会計士指導を受け適正な会計処理を行っている。 

・事業計画に沿った運営ができるよう、財政基盤の安定に取り組む。 

 
 

（９）法令等の遵守      評価結果：４ 

 

・専修学校設置基準や関係法令を遵守し運営をしている。また会議や掲示物等を通じ

て、教職員の法令遵守に対する啓蒙を継続的に図っている。 

・学生便覧「個人情報保護に関する基本方針」「本校における個人情報の利用目的」「ソ

ーシャルメディアポリシー」を掲載し、周知徹底をしている。 

・ＩＴ化が進むなか、情報漏洩の管理・対策をより厳重にする。 

 
 

（１０）社会貢献・地域貢献  評価結果：３ 

 

・地域へ開かれた学校として積極的に情報公開、施設貸し出しなどを実施する。 

・新しい生活様式にあわせた地域貢献の教育活動を行う。 

 

 

 

７．学校関係者による総評 
 

令和３年度の名古屋理容美容専門学校の自己点検・自己評価報告を拝見し、各項目

の詳細を委員にて点検いたしました。 
当年度は、昨年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、一部の

行事の中止、縮小を余儀なくされましたが、既存の形にとらわれない形式が始ま

っています。 

どのような状況下でも、名古屋理容美容専門学校は各関連業界およびＰＴＡ、後

援会、卒業生など多くの関係者と連携を取り、様々な取組みを実施し、理・美容

業界を牽引する人材を輩出してほしいと期待しております。 
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